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本学の「eラーニング事業」

• 本学では2005年度より全学で「eラーニング事
業」に取り組んでいます。

• 本学では対面授業（Face-to-Face Learning）を主
体としてオンライン学習（Online Learning）を組み
合わせるブレンド型（Blended Learning）のeラー
ニングを行っています。

• 個別指導性・双方向性

• 自学自習の推進
• １単位＝45時間の学修活動（大学設置基準）

• 半期２単位の講義＝30時間の授業+60時間の
自習
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e-learningシステム「WebClass」
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出席管理システム



端的に言って何ができるの？

• 授業の資料を受講者に配布できる。
• 講義ビデオのストリーミング配信ができる。

• 練習問題やテストが実施でき、客観テストならば
自動採点できる。

• アンケートが取れる。

• レポート等の課題の回収ができる。回収したレ
ポートは学生に相互評価させることもできる。

• オンラインディスカッションができる。
• 受講者への連絡手段としても使える。
• 出欠状況を学生に確認させることができる

• 科目全体の成績処理にも使える。成績の詳細を
学生に確認させることができる。 4



中西の授業での利用紹介

• 後の喧嘩は先・・・「履修上の注意事項」掲載

• 「授業担当者紹介」と「シラバス」

• 出欠の表示（出席管理システムと連携）

• 毎回の「授業まとめ」の掲載

• 「事前調査」アンケート

• 「予習確認テスト」

• 電子掲示板による個別指導

• レポートの受付け

• テスト、レポートの採点

• 成績処理

以下のスライドは
操作感をつかむため
のイメージです。

マニュアルではありません
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Wordファイルを「資料」に掲載する最短手順

• 掲載するWordファイルを用意する

• 当該コースに入り、「教材を作成する」のボタンをクリッ
クし、「資料」を選ぶ

• 「タイトル」だけ入力して「資料作成：ページ編集」へ

• 「取り込みファイル」の「ファイルを選択」して「保存」
（下図）
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Word等のOffice文書の
資料を掲載する際の注意

• 文字ばかりのプレーンテキス
トに近いものなら、そのまま
アップロード（Webclassが
HTMLつまりホームページ型に
変換してくれる）→スマホを含
めて最も再現性がよい

• 画像などをレイアウトしたもの
の場合は、WordやPowerPoint
でpdf形式に保存してpdfを掲
載
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出欠の登録と承認（出席管理システム）

• 紙の名簿で出席を取った場合
– 出席登録画面を開くと全員が「出席」になっているので、欠席
の学生だけ手入力して「登録」し、「承認」する。

• ポータブルのカードリーダーの場合
– 授業後に貸出場所にリーダーを返却すると、ほどなく出欠が入
力されて未承認状態に。

– 学生証忘れの学生などを処理して「承認」

• 教室常設のカードリーダーの場合
– 未承認状態で出欠が入力されているので、学生証忘れの処理
などして「承認」

• 外部データの取り込みも可能
• 「遅刻」の条件設定も可能
• メールによるアラート

– 担任へも同時アラート
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